
（公財）あいち男⼥共同参画財団

年齢を問わず働く⼥性が増えている中、貧困に陥
る⼥性の存在が明らかになってきました。家計や
⾝近な事柄から⼥性の貧困を考えます。

収⼊⾯では、ほとんどの年齢で
⼥性世帯主の⽅が貧困率が⾼く、
65歳以降は男性世帯主との差が広
がっています。

出典︓総務省「2019年全国家計構造調査」
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現在の貯蓄から⽣命保険などを除
いた資産の保有状況を⾒ると、
65歳以降は⼥性世帯主の貧困率が
男性世帯主を上回っています。

出典︓総務省「2019年全国家計構造調査」
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年⾦給付世代になると、厚⽣年⾦
加⼊期間の⻑さによって給付額に
男⼥差が⽣まれます。

出典︓総務省「2019年全国家計構造調査」

(万円)

平均寿命は男性が81.64歳に対し、
⼥性は87.74歳で6.11年の差が
あります。男性の年⾦が主な収⼊源
の場合、夫婦で健在なうちは良くても、
⼥性は配偶者と死別すると、貧困に
陥りやすくなります。

出典︓厚⽣労働省「令和２年簡易⽣命表の概況」
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派遣社員・パートの貧困率は、
働き盛りの年代でも20〜40％以上
と⾼く、⽼後に備えることが難し
くなっています。

出典︓総務省「2019年全国家計構造調査」
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経済的な理由で⽣理⽤品を購⼊でき
ない⼥性や⼥の⼦がいること。
⼥性は毎⽉の⽣理の度に、ナプキン
(数種類)・⽣理⽤ショーツ・鎮痛剤
などが必要になります。体質によっ
てたくさん必要な⼈もいます。

出典︓厚⽣労働省「『⽣理の貧困』が⼥性の⼼⾝の健康等に及
ぼす影響に関する調査」結果概要（2022年）
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勤務⽇数を減らす

勤務時間を減らす

ここ6カ⽉の間に、⽣理⽤品を購⼊・⼊⼿できない
ことが理由で経験したこと
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⽣理⽤品の不⾜はプライベートだけ
でなく、仕事や学校などの社会⽣活
にも影響する問題です。

出典︓厚⽣労働省「『⽣理の貧困』が⼥性の⼼⾝の健康等に及
ぼす影響に関する調査」結果概要（2022年）

困難を抱える⼥性への多様な⽀援を
包括的に提供する法律が、2024年
４⽉に施⾏されます。

出典︓「官報」 令和4年5⽉25⽇号外第111号
※困難な問題を抱える⼥性への⽀援に関する法律
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困窮⼥性⽀援法

⼥性相談
⽀援センター
による⽀援

関連機関と
⺠間の団体が

協働

各都道府県は
基本計画を
策定
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